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	応用
	抗原情報
	背景
	このイントロンを含まない遺伝子は、明確なフォークヘッドドメインを特徴とするフォークヘッド転写因子ファミリーに属します。この遺伝子は甲状腺転写因子として機能し、甲状腺の形態形成において重要な役割を果たすと考えられます。この遺伝子の変異は、先天性甲状腺機能低下症および甲状腺形成不全を伴う口蓋裂と関連しています。また、この遺伝子の遺伝子座位は、扁平上皮上皮腫および遺伝性感覚神経障害I型の候補遺伝子である可能性も示唆しています。[RefSeq提供、2008年7月],疾患：FOXE1遺伝子の欠陥は、甲状腺無形成症、口蓋裂、後鼻孔閉鎖症を伴うバンフォース・ラザルス症候群[MIM:241850]の原因です。,機能：転写因子と考えられる。甲状腺器官形成に関与している可能性がある。,多型性：12～19残基のアラニン残基が認められる。この多型性は、甲状腺形成不全の他の症例、特に家族性症例におけるFOXE1の役割を研究するためのマーカーとして用いることができる。,PTM：リン酸化されている。,配列注意：複数の競合がある。,類似性：フォークヘッドDNA結合ドメインを1つ含む。,組織特異性：成人の脳、胎盤、肺、肝臓、骨格筋、腎臓、膵臓、心臓、結腸、小腸、精巣、胸腺で検出された。発現は心臓と膵臓で最も強かった。,
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	TTF2抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TTF2 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	FoxE1 ポリクローナル抗体を使用した HUVEC 細胞のウェスタン ブロット分析。

